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CT・MRI検査など緊急の場合は個別相談にて対応さ

	せていただきます。お気軽にお問い合わせください。

12⽉より⻭科撮影装置が

  新しくなりました！

現代医療は、放射線検査なくしては成り⽴た

ないといっても過⾔ではありません。病院な

どで⾏う放射線検査で受ける被ばくは医療

被ばくと⾔い、制限が設けられていませんが、

その被ばく線量は出来るだけ低く抑える必要

があります。当院では、安全・安⼼な放射線

検査を受けていただくために検査の質を担保し、

放射線量のさらなる低減を⽬指しています。

☆医療被ばくQ	&	A

 

この度導⼊された撮影装置は

従来のレントゲン撮影に加え、

⻭のCT撮影も⾏えます。

         （右写真）

Q．放射線検査を何回も受けることに問題はないですか？

 

A．診療に⽤いられる放射線の量はごくわずかですので

					⼼配はいりません。

					通常医療で⽤いられる放射線は、被ばくによる健康

					被害を起こすほど多いものではありません。病気の

					状態を知るのに必要な検査ですので、安⼼して検査

					を受けてください。

 

 

 

 

 

☆	認定証	☆

 

☆	担当者からの⼀⾔	☆

 

 

 

三須 義直

						

 

 

☆こんにちは、三須です。

 趣味でマラソンをしています。週末には

マラソン⼤会に出場したりしています。

早いもので10年以上続いています。

「継続は⼒なり」という⾔葉がありますが、

マラソンにも医療被ばく低減にも通じる

ことだと思います。続けていくことでより

良い医療を提供できたらと考えています。

よろしくお願いします。

 

 

 

診療放射線技師

 

 

 

発⾏⽇：2019年1⽉7⽇(冬号）

☆放射線科	医療被ばく相談室を開設

 

 

Q．放射線検査を受けるとがんになりませんか？

 

A．発がん因⼦は放射線だけでなく⾷事や喫煙などの⽣活

 		習慣に影響されます。放射線はその中の1つにすぎま

 		せん。検査で浴びる放射線の量は少なく、⽣活習慣に

 		よる影響の⽅が⼤きいと⾔われています。

 

 

 

 

 

平成３０年１１⽉１⽇付で、『医療被ばく低減施設』に認定されました。

医療被ばく低減施設認定とは、公益社団法⼈ ⽇本診療放射線技師会が推進する、「安⼼できる

放射線診療」を国⺠の皆さまへ提供するための事業です。

成⽥記念病院は全国で85番⽬の認定施設となります。
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